
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●2月議会の位置づけ 

主な内容は来年度（令和 2）予算の審議になります。私は、藤沢市の一般会計と 8 つある特別会計のほか、今年度（令和元）

の補正予算等についての全ての議案に賛成し、可決されています。 

  【令和 2年度 予算規模】一般会計・特別会計合計 2,685 億 6,461 万円（前年比 99.8％） 

●令和 2年度施政方針 

  2/16 に執行された市長選挙で私も支援していた鈴木市長が 3 選を果たし、議会の中で令和 2 年度の市政運営についての決

意が述べられました。その中で、今後藤沢市が直面する課題（高齢化に伴う生産年齢人口の減、公共施設・都市インフラの老

朽化）への対策として、市政施行 80 周年にあたる今年を新たなスタートと位置づけ、ＳＤＧs（持続可能な開発目標）の視点

を取り入れて、「3 つの目指すべきまちの姿」が示されました。 

  ①サスティナブル藤沢・・・藤沢らしさを未来につなぐ持続可能な元気なまち 

  ②スマート藤沢・・・・・・最先端テクノロジーを活用した安全安心なくらしやすいまち 

  ③インクルーシブ藤沢・・・共生社会の実現をめざす誰一人取り残さないまち 
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私は市議会に初当選して以来、議会ごとにこの「貫徹

通信」を作成して、私の居住区域である江ノ電沿線の主

要駅などで住民の皆さんに直接配布することをライフワ

ークにしてきました。 

しかし、今回のコロナウイルスの感染拡大を防ぐため

には、駅頭での活動は自粛すべきと判断しました。 

住民の皆さんから直接お声をいただく機会が失われる

ことは非常に残念ですが、不安な点等あれば、お電話や

メールをお願いします。 

また元気に駅頭で活動できる日が早く来るよう頑張っ

てまいります。 

皆様もどうぞご自愛ください。 

この「まちの姿」を実現

するため、様々な施策が展

開されていきます。 

今回来年度予算を審議する予算

委員会の委員長を拝命しました      

（※中央上段が私です）。     

委員会室は答弁に立つ市職員も

密集する状態となることから、委

員の皆さんにも時間短縮への協力

を仰ぎ、簡潔な質疑によるスムー

ズな進行を心掛けた結果、25％程

度の時間カットが出来ましたが、

まだまだ省略する余地はあったと

思います。 

 全国で新型コロナウイルス感染が拡大していたことから、多くの地方議会において議会日程の短縮や一般質問の

中止等の措置が執られました。本市議会においてもマスク着用や定期的な空気の入れ替えなど、出来る対策を講じ

て議案審査が行われました。主な報告事項は次のとおりです。 

 

 

  夏期に排出量が増加する「ペットボトル」「缶」及び「なべ

類」について、これまで数年間にわたり区域を限定して毎週

収集を実施した試行結果が次のとおり市より示されました。 

【 メリット 】市民の利便性の向上 

【デメリット】財政負担増大・排出抑制に繋がらない 

この結果より、全市での実施は見合わせる判断がなされた

ことが報告されました。 

一方で新たな市民負担軽減の取り組みとして、販売事業者

と連携し、市内にペットボトル持ち込み場所を設置し、協力

してくれた市民に対してインセンティブをつける仕組みが検

討されています。 

私はこの間、毎週収集による税の投入や収集を行う職員の

負担増を鑑みる中で市域全体に拡大すべきではないと主張し

てきましたので、今回の市の判断を評価しています。 

 

 

 

 市税等の収入確保策の一環として新たな納付環境の導入を

するとともに、既存の納付環境の見直しがされます。 

 【ペイジー納付（※裏面解説）を導入するもの】 

①市税 ②国民健康保険料 ③介護保険料 

④後期高齢者医療保険料 ⑤学校給食費 

※①～④R3.1月より ⑤R3.4 月より 

※その他、保育料や墓地管理料、下水道受益者負担金・分担金、

住宅使用料も順次ペイジー納付の導入をめざします。 

 【クレジット納付の対象拡大】 

令和 3 年 4 月から市税の納付上限額を引き上げるととも

に、取扱科目を国保保険料、介護保険料、後期高齢者医

療保険料、学校給食費に拡大します。 

●これらの他、コンビニ用バーコードを利用したスマホ決済

納付、ウェブによる口座振替の申し込みについて令和 3 年 1

月からの導入をめざします。 
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議会の情報や私の日々の活動
などを掲載しています。 

是非見てください！ 

 

 大庭台墓園においては、現在貸付している立体墓地（普通・

集合・合葬納骨壇）の申込者が増加しており、墓地の不足が

危惧されていることから、立体墓地建物増築等の再整備に向

けた取り組みが報告されました。 

 立体墓地等再整備については、令和 7 年度中に新建物およ

び合祀墓の供用開始を目途に、令和 2 年度に基本構想を策定

するため、令和 2 年度 6 月補正予算に事業費を計上する予定

です。 

 新たなサービスの導入に伴い、市民センターにおける休日

収納窓口（令和 3 年 4 月を目途）、口座振替事務における一部

サービス（令和 3 年 1 月を目途）を終了する予定です。 

 

【※ペイジーとは】 

 税金や公共料金、各種料金などの支払いを金融機関やコン

ビニのレジに並ぶことなく、パソコンや携帯電話、ＡＴＭか

ら支払うことが出来るサービス。 

 令和 2年度予算に対して、各会派の討論が行われ、私が所属する「民主・無所属クラブ」からは、竹村議員が賛

成の立場で討論を行いました。内容の抜粋は次のとおりです。 

 
1．防災対策について 
 昨年、東日本大震災で被害を受けた石巻市立大川小学校に

ついて「ハザードマップの浸水想定区域外に位置づけられて

いても、その場所の安全を意味するものではない」という厳

しい判決が出た。 

 本市においても津波避難施設を兼ねる鵠南小学校の改築を

急ぐとともに、「災害に想定外はない」という立場で、対策を

点検し、熊本学園大学のユニバーサルデザインの避難所等の

実例を参考にしながら災害弱者に対する対応についても、強

化することを要望する。 

2．行財政改革について 
 昨年、市が発表した「中期財政見通し（※下段解説）」につい

ては、この財源不足を示す数値が一人歩きし市民に誤解を与

えたのも事実。実際の財政状況も市民に丁寧に説明すべき。 

 行財政改革は重要な課題だが、それによって市民サービス

の低下や、サービスの担い手となる職員の雇用・労働条件が

安易に切り捨てられてはならない。 

 一例として、建て替えが決定している市民会館の管理運営

を行っている職員の雇用について、設置者責任を果たすこと

を要望する。 

 

 【※中期財政見通しとは】 

 市がこのままの事業を継続した場合、2019～2023 年の 5 年

間で毎年約 100 億円ずつ、計 584 億円の財源不足が生じると

算出したもの。 

 一方で「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基

づき、議会に報告される本市の財政状況を示す指標は全て良

好となっていることから、「健全」な財政運営はなされている。 

  

4．教育・児童施策について 
【教員の課題】 

教員の多忙化が社会的認知されるのと比例して「教員のな

り手不足」が深刻化している。教員の働き方改革を一層進め

るために定数改善や免許更新制度の見直し等を強く国に求め

るとともに、教員自身の遵法意識の観点からも教育委員会内

に弁護士資格をもった職員（スクールロイヤー）の早期配置

を求める。 

【教育課題】 

 本市の「インクルーシブ教育」は先進的な取り組みとして

評価を受けており、障がいのある子どもを持つ世帯の転入の

増加に繋がっていることから、特別支援学級の全校設置を急

ぐとともに、医療ケアの必要な子どもへの合理的配慮を実現

していくため、白浜養護学校の対応等について充実させてい

くことを要望する。 

【放課後児童クラブ課題】 

クラブの急速な拡大により生じたクラブ長のなり手不足と

離職増加が問題となっている。現在市内を 6 つに区分してい

るが、各ブロックにフォロー人員を配置するなど、人材の流

出防止に務めることを要望する。 

【子どもの居場所課題】 

 子どもの居場所施策については、市議会が連携して開催し

た「カフェトークふじさわ」において関東学院大学の学生か

ら「元気に外遊びができる場所であるべき」との提言があっ

た。そういった意味では「少年の森」の存在は大きい。一層

の施設改善と市域全体での場所の拡充を求める。しかし現在、

少年の森の職員数が少なく厳しい状況と聞いていることか

ら、早急な対応を要望する。 

3．オリンピックと若者文化について 
 ボルダリング、サーフィン、スケートボード、ＢＭＸなど

の愛好者は国内に 300 万人超。また近年注目されている「ｅ

スポーツ」も競技への採用について議論されている。 

 こうした若者文化はストリートカルチャーとしても根付い

ているにも関わらず、本市の環境整備は不十分。 

 鵠沼海浜公園のスケートパークのあり方についても利用者

の意見を十分に聞き入れ、若者文化の発展に向け協働連携し

た環境づくりを要望する。 

5．犯罪防止について 
 現在、刑期を終えた方の「再犯防止」や「社会復帰支援」

が重要な課題となっており、司法と福祉、居住支援部門の連

携が進められている。 

 今回、再犯防止に係る経費が民生費に位置づけられたこと

を評価する。市役所分庁舎を更生保護の拠点として活用する

とともに、犯罪被害者への支援と「もう一つの被害者」と言

われる犯罪加害者家族の支援にも取り組むことを要望する。 

 手作りカレー 
 
 新型コロナウイルス対策で外食を控えています。美味しいお店を

紹介出来ず申し訳ありませんが、今日は私の得意料理のカレーライ

スを紹介します！昔ながらのおいしいカレーですよ！ 

【 レシピ 】 

  ①鶏ガラスープに醤油・お酒・ネギ油を加えます。 

  ②小麦粉とカレー粉を炒めたものを①のスープで伸ばします。 

  ③具は豚肉と玉ねぎです。 

★他にも、手料理のコラムもホームページにＵＰしています！ 

気
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